
社会の一員として意思決定する子供を育成する社会科の授業

Ⅰ 主題設定の理由

グローバル化が進む現代社会においては，政治，経済，環境など，様々な分野において，国境をこ

えたつながりがうまれるため，地理的条件や社会的条件が異なる人々が協働しながら，様々な問題を

解決していかなければならない。このような社会の背景を基に，2021年度から本格実施される次期学

習指導要領において，中学校社会科は「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決した

りする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎」を育成することが目標として掲げら

れている。その中で，思考力・判断力・表現力等に関しては，「社会的事象を多面的・多角的に考察

する力」「課題の解決に向けて選択・判断する力」「説明したり，議論したりする力」の育成が必要

とされている。したがって，これからの中学校社会科教育においては，課題の解決に向けて，他者に

自分の考えを説明したり他者と議論したりしながら，社会を構成する人々が置かれている様々な立場

を尊重しつつ，複数の解決方法の中からより望ましい解決策を選択・判断していくことができる子供，

すなわち社会の一員として意思決定する子供の育成が必要だと考えられる。

以上のことから，研究主題を「社会の一員として意思決定する子供を育成する社会科の授業」と設

定して，研究を進めることにした。

Ⅱ 研究の概要

１ 社会科が目指す子供像

本校社会科では，次のような子供を育てたいと考えている。

社会の一員として意思決定する子供

２ 育みたい資質・能力

社会科で目指す子供を育てるためには，次の資質・能力を育む必要があると考える。

概念的知識を踏まえて意思決定する力

「概念的知識」とは，原因と結果が明示され，個別事象を超えた法則性を示す知識のことであり，

転移が可能な知識でもある。つまり，どの時代やどの地域にも当てはまり，社会を構成する人々が

共通理解できる知識であると言える。したがって，概念的知識を踏まえて意思決定することができ

れば，課題やその解決方法を多面的・多角的に捉えた上で，他者が納得できるより望ましい解決策

を選択・判断できるようになり，社会の一員として意思決定する子供につながると考える。

３ 資質・能力を育むための手立て

(1) 単元構成の工夫

拡散的思考と収束的思考を適切に働かせながら，段階的に資質・能力を育んでいくために単元

を三つの場で構成する。拡散的思考を働かせる場として，「考えをもつ場」と「考えを広げる
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場」を，収束的思考を働かせる場として，「考えを創り上げる場」を設定する。

「考えをもつ場」は，子供が社会的事象に触れたときに生じた疑問や子供たちが将来直面するであ

ろう諸問題を踏まえた追究課題を教師が提示し，追究課題について初めて意思決定する場であり，切

り口を比較した上で意思決定することをねらいとする。教師は，追究課題の背景となる時代の特色や

地域的特色，社会の状況を捉えさせた上で，追究課題の解決方法を考えさせ，それらを分類したもの

を切り口として複数設定する。そして，切り口を比較させた上で意思決定させ，意思決定した過程を

「ステップチャート」（後述）に記述させる。

「考えを広げる場」は，追究課題に関わる社会的事象を多面的・多角的に考察する場であり，一つ

の立場に立って根拠を基に切り口を比較した上で意思決定することをねらいとする。多面的に考察さ

せるために，資料を基に切り口の良い点，問題点を整理させた上で，切り口を比較させる。また，多

角的に考察させるために，追究課題に関わる人々の立場を無作為に子供たちに振り分け，「考えを創

り上げる場」の「個々の討論」まで，振り分けられた立場に基づいて意思決定させていく。この場の

最後に，振り分けられた立場に立って根拠を基に切り口を比較した上で意思決定させ，意思決定した

過程を「ステップチャート」に記述させる。

「考えを創り上げる場」は，追究課題について議論をし，それを踏まえて最終的に意思決定する場

であり，複数の立場に立って根拠を基に切り口を比較した上で意思決定すること，そして，概念的知

識を踏まえて意思決定することをねらいとする。この場では三つの討論を行う。まず，振り分けられ

た立場が異なる子供が混在する小集団による「個々の討論」を設定する。「個々の討論」では，「考

えを広げる場」で記述した「ステップチャート」を使って，意思決定した過程を発表させ，その内容

について議論させる。その後，議論の中で出された意見を基に自分が意思決定した過程を振り返らせ

た上で，意思決定し直させ，「ステップチャート」を修正させる。次に，「立場の討論」では，「個々

の討論」と同様に小集団をつくらせ，複数の立場の意見を踏まえて，どの切り口が追究課題の解決策

として最もふさわしいかを議論させる。「集団の討論」では，「立場の討論」で議論したことを基に，

複数の立場の意見を踏まえて，どの切り口が追究課題の解決策として最もふさわしいかを学級全体で

議論させる。 その後，教師がこの単元全体の学習内容を俯瞰させるような発問をして，帰納的に注1）

考えさせ，知識を再構成させることで，概念的知識を導き出させる。そして，その概念的知識を踏ま

【 目指す子供像に向けた単元構成図 】
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えさせて追究課題について意思決定させ，意思決定した過程を「ステップチャート」に記述させ

る。最後に，意思決定した過程を「単元レポート」として文章で記述させる。

このように構成された単元を繰り返し学習することで，子供たちが将来，様々な問題に直面し

たときに，社会の一員として意思決定することができるようになると考える。

(2) 「モニタリング」と「リフレクション・モニタリング」

メタ認知を促進させ，拡散的思考と収束的思考を適切に働かせながら追究課題を解決していく

ため，また，深い理解を伴う知識として概念的知識を習得させるために，「モニタリング」と

「リフレクション・モニタリング」を以下のように単元に位置づける。

「モニタリング」については，思考ツールを活用した「ステップチャート」に取り組ませる場

面に位置づける。黒上晴夫氏は「思考ツールは，子供に考える方法を示し，考える面白さを伝え，

考えることへの関心を高め，考えを人に伝えることをサポートする。そして同じ思考ツールを使

っていることが，互いの考えをわかり合うためのプラットフォームになる。さらには，自分がど

のように考えたのかを振り返ってメタ認知するのを助けてくれる」
１）

と述べており，思考ツール

を使わせることでメタ認知を促進させやすくなると考える。また，「ステップチャート」を用い

るのは，「ステップチャート」が自分の考えを構造化したり，順序立てたりするのに適している

からである。このように「ステップチャート」にまとめさせ，その記述内容を自己評価させた上

で，「個々の討論」での意見交流や教師の朱書きの後に記述内容について見直しさせることで，

課題の解決に向けて適切な思考方法を働かせたり，必要な知識を習得させたりしていく。

「リフレクション・モニタリング」については，「集団の討論」の最後に行う概念的知識を導

き出させる場面と「単元レポート」に取り組ませる場面に位置づける。「集団の討論」の最後に，

教師が単元全体の学習内容を俯瞰させるような発問をして，帰納的に考えさせ，知識を再構成さ

せることで，概念的知識を導き出させる。その際，導き出した概念的知識が単元で学習した社会

的事象とどのように結び付くのか，他の時代や地域，事例などにも通じるものかについて考えさ

せることで，学習した内容について，既存の知識の関連付けが行われ，より深い理解を伴った知

識の習得につながると考える。また，「単元レポート」に取り組ませることで，これまでの学習

過程や思考方法，習得した知識について振り返らせ，どのようにして追究課題を解決してきたか，

他の場面でも活用できることはないかなどについて，メタ認知を促進させていく。

４ 資質・能力が育まれたかの評価について

社会科では，「単元レポート」の記述内容によって資質・能力が育まれたかを評価する。

５ １年次のねらい

拡散的思考と収束的思考を働かせる場面の位置づけと，「モニタリング」と「リフレクション・

モニタリング」の方法の具体化や場面の位置づけを模索する。そして，二つの手立てが資質・能力

を育むために有効であったかを検証する。

注１）公民的分野では，切り口を基に合意形成による新たな解決策を考えさせた上で，意思決定させていく。
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